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過
疎
地
域
に
つ
い
て
は
、昭
和
45
年
以
来
こ
れ
ま
で
４
度
の

過
疎
対
策
の
た
め
の
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、こ
の

法
律
に
よ
り
過
疎
地
域
の
発
展
な
ら
び
に
自
立
の
た
め
の
様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。�

　
平
成
12
年
に
制
定
さ
れ
た「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
」は
、平
成
22
年
３
月
末
の
失
効
期
限
で
し
た
が
、今
年
の
３

月
に
法
律
が
一
部
改
正
さ
れ
期
限
が
平
成
28
年
３
月
末
ま
で
の

６
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
と
も
な
い
飯
南
町
の
今
後
６
年
間
の
自
立
促
進
計
画

を
策
定
し
、先
般
９
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、こ
の
計
画
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
の
で
本
計
画
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

こ
の
計
画
は
、過
疎
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を

示
し
た
計
画
に
な
り
、過

疎
地
域
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
自
立
促
進
を
推
進

す
る
た
め
に
策
定
す
る
も

の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
計
画
は
、地
域
の
自
立
促
進
を
図
る
た
め
主
と
し
て
ハ
ー
ド
事
業（
公
共
施
設
、道
路
、上
下
水
道
な
ど
）を
中
心
と
し
た
計
画
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、今
回
の
法
改
正
に
よ
り
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
を
図
る
た
め
の「
地
域
医
療
の
確
保
、住
民
の
生
活
交
通
の
確
保
、集
落

の
維
持
及
び
活
性
化
」な
ど
、地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
も
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。�

過
疎
計
画
に
定
め
る
方
針
と
主
な
事
業
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。�

産
業
の
振
興

　
産
業
の
活
性
化
、
雇
用
促
進
の

観
点
か
ら
商
業
、
工
業
等
へ
対
す

る
ソ
フ
ト
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
資
源
や
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
内
発
的
産
業
の
創
出
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
農
林
業
の
復
興
を

図
り
商
工
業
と
の
連
携
に
よ
る
雇

用
創
出
と
中
山
間
地
域
の
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
に
努
め

ま
す
。

〈
主
な
事
業
計
画
〉

■
エ
コ
米
乾
燥
施
設
整
備
事
業

■
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
整
備
事
業

■
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
整
備
事
業

●
小
規
模
土
地
改
良
支
援
事
業

●
産
業
創
出
支
援
事
業 

な
ど

�

交
通
通
信
体
系
の
整

備
、情
報
化
及
び
地
域

間
交
流
の
促
進

　
交
通
網
の
整
備
は
、
新
規
路
線

や
緊
急
避
難
道
等
の
検
討
を
行
い

な
が
ら
計
画
的
な
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

　
情
報
化
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

情
報
化
通
信
技
術
を
含
め
た
多
分

野
に
お
け
る
活
用
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
交
通
手
段
の
確
保
や
交
流

人
口
拡
大
の
た
め
の
交
流
事
業
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

〈
主
な
事
業
計
画
〉

■
町
道
松
本
頓
原
線
道
路
改
良
事
業

■
町
道
花
栗
張
戸
線
道
路
改
良
事
業

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
事
業

●
生
活
交
通
確
保
対
策
事
業

●
国
道
54
号
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　
推
進
事
業 

な
ど

生
活
環
境
の
整
備�

　
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消
や
生

活
排
水
、
し
尿
・
汚
泥
の
適
正
処

理
を
促
し
、
生
活
環
境
の
向
上
と

水
質
保
全
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

町
民
の
住
生
活
の
安
定
確
保
を
図

る
た
め
に
、
計
画
的
な
公
営
住
宅

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
自
然
環
境

へ
も
配
慮
し
資
源
の
再
利
用
化
・

軽
減
化
と
温
暖
化
対
策
に
も
努
め

ま
す
。

〈
主
な
事
業
計
画
〉

■
老
朽
配
水
管
更
新
事
業

■
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業

■
消
防
施
設
（
耐
震
性
貯
水
槽
）

　
整
備
事
業

■
町
営
住
宅
施
設
整
備
事
業

●
環
境
美
化
活
動
推
進
事
業

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
な
ど

　高
齢
者
等
の
保
健
及
び

福
祉
の
向
上
及
び
増
進

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
町
民

の
誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
町
民
一

体
と
な
っ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
や
、
活
力
に
満

ち
た
社
会
づ
く
り
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
児
童
の
健
全
育
成
を
図

る
た
め
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
見
直
し
や
拡
充
に
努
め
ま
す
。

〈
主
な
事
業
計
画
〉

■
健
康
増
進
施
設
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
事
業

●
健
康
診
断
デ
ー
タ
バ
ン
ク
事
業

●
子
ど
も
等
医
療
費
助
成
事
業

●
健
康
な
集
落
づ
く
り
事
業

●
健
康
診
査
推
進
事
業
　
な
ど

 

医
療
の
確
保�

　
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、

島
根
県
立
中
央
病
院
な
ど
の
三
次

医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
良
質
か
つ
安
全
な
医
療
を
常

時
提
供
で
き
る
体
制
整
備
に
努
め

る
と
と
も
に
、
過
疎
地
域
に
お
け

る
医
師
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

医
師
確
保
対
策
に
努
め
ま
す
。

〈
主
な
事
業
計
画
〉

■
医
療
機
器
、
医
療
施
設
整
備

●
医
師
等
研
究
研
修
費
制
度

●
医
師
確
保
対
策
　
な
ど

教
育
の
振
興

　
全
て
の
児
童
生
徒
が
基
礎
・
基

本
を
身
に
付
け
、
能
力
を
発
揮
し

個
性
を
伸
ば
し
誰
も
が
公
平
に
豊

か
な
学
力
と
豊
か
な
心
、
健
康
・

体
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
の
で
き

る
学
習
環
境
の
創
造
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
社
会
教
育
に
つ
い

て
は
公
民
館
や
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
り
、
総
合
的
に
生
涯
学
習

を
推
進
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

〈
主
な
事
業
計
画
〉

■
赤
来
中
学
校
校
舎
改
修
事
業

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

■
町
民
プ
ー
ル
改
修
整
備
事
業

●
飯
南
町
学
習
支
援
館
運
営
事
業

●
飯
南
高
校
支
援
事
業
　
な
ど

地
域
文
化
の
振
興
等

　
多
様
な
文
化
活
動
の
場
を
開
催

す
る
な
ど
、
住
民
が
地
域
の
文
化
・

歴
史
に
親
し
み
を
持
ち
、
郷
土
の

誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

伝
統
文
化
の
伝
承
・
展
示
施
設
や

歴
史
的
資
源
を
活
か
し
た
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

〈
主
な
事
業
計
画
〉

■
民
俗
資
料
収
蔵
施
設
整
備
事
業

■
瀬
戸
山
城
址
整
備
事
業

●
公
民
館
活
動
事
業

集
落
の
整
備

　
地
域
住
民
が
創
意
工
夫
に
よ
り

行
う
地
域
づ
く
り
、
地
域
お
こ
し

事
業
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
そ
の

支
援
を
図
り
、
ま
た
、
若
者
や
都

市
等
か
ら
転
入
す
る
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
な
ど
に
対
す
る
定
住
対
策
と
し

て
魅
力
あ
る
住
宅
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

〈
主
な
事
業
計
画
〉

■
空
き
家
改
修
事
業

■
泉
川
団
地
住
宅
建
設
整
備
事
業

●
集
落
活
性
化
支
援
事
業

●
住
民
提
案
型
事
業

●
定
住
促
進
対
策
事
業
　
な
ど

そ
の
他
地
域
の
自
立
促

進
に
関
し
必
要
な
事
項

　
総
合
拠
点
施
設
の
整
備
と
中
間

支
援
組
織
「
里
山
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

の
体
制
整
備
を
図
り
ま
す
。

〈
主
な
事
業
計
画
〉

■
総
合
拠
点
施
設
整
備
事
業

●
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

※
詳
し
く
は
H
P
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

銀山街道ウォーキング�

〈
注
釈
〉
■
ハ
ー
ド
事
業
　
●
ソ
フ
ト
事
業�



　
９
月
26
日
、飯
南
町
真
木
地
内

の
農
事
組
合
法
人
眞
栄
グ
ル
ー
プ

が
管
理
す
る
献
穀
田
で
、新
嘗
祭

献
穀
田
抜
穂
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
典
で
は
、宮
内
庁
で
行
わ

れ
る
新
嘗
祭
（
天
皇
陛
下
が
新
米
を
天

地
の
神
に
供
え
、親
し
く
こ
れ
を
食
す
る

祭
事
）に
上
納
す
る
米
穀
が
刈
り
取

ら
れ
ま
し
た
。

　
眞
栄
グ
ル
ー
プ
は
除
草
剤
を
使

わ
な
い
無
農
薬
栽
培
で
、環
境
に

や
さ
し
い
米
作
り
を
進
め
、消
費

者
交
流
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。今
年
は
春
の
低
温
や
長
雨
、

梅
雨
が
明
け
て
か
ら
の
猛
暑
と
、

米
に
と
っ
て
は
厳
し
い
環
境
下
に

あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
丈
夫

に
育
ち
ま
し
た
。

　
今
後
は
米
の
調
整
・
選
別
を
経
て
、

10
月
27
日
に
宮
内
庁
で
行
わ
れ
る

新
嘗
祭
献
穀
受
納
で
米
が
納
め
ら

れ
ま
す
。

　
福
祉
施
設「
ブ
ナ
の
木
」を
利
用

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
、地
元
の

小
田
地
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ピ

オ
ー
ネ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
ぶ

ど
う
狩
り
を
さ
れ
ま
し
た
。外
は

雨
天
で
し
た
が
、中
の
雰
囲
気
は

終
始
和
や
か
で
、ぶ
ど
う
狩
り
の
後
、

地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
る
合
唱
な
ど

で
盛
り
上
が
り
な
が
ら
、採
れ
た

て
の
ぶ
ど
う
と
お
菓
子
で
お
茶
を

召
し
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。参
加

し
た
皆
さ
ん
は
十
分
に
実
り
の
秋

を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
赤
名
地
区
で「
銀
山
街

道
ウ
ォ
ー
ク
」が
開
催
さ
れ
、県
内

外
か
ら
約
１
４
０
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　
今
回
は
道
の
駅
赤
来
高
原
上
駐

車
場
を
出
発
し
、下
赤
名
地
内
に

あ
る
古
民
家
で
折
り
返
し
、赤
名

バ
ス
車
庫
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
約
６

キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
、参
加
者
は
ガ

イ
ド
か
ら
銀
山
街
道
に
ま
つ
わ
る

歴
史
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
な
が

ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
し
た
参
加
者
は
地
元
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
弁
当
や

豚
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
疲
れ

た
体
を
い
や
し
て
い
ま
し
た
。

　
赤
来
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

野
球
チ
ー
ム
の
児
童
た
ち
が
参
加

し
、交
通
安
全
呼
び
か
け
運
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は「
交
通
事
故
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」と
声
を
掛
け
、

赤
来
高
原
り
ん
ご
と
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
る
グ
ッ
ズ
を
ド
ラ
イ
バ

ー
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、期
間
中
は
町

内
各
地
で
交
通
安
全
啓
発
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
だ
け
で
な
く
、常
日
頃

か
ら
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
交
通

安
全
を
意
識
し
、交
通
事
故
の
な

い
安
全
な
飯
南
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
内
在
住
で
、今
年
長
寿
・
白
寿
・
米

寿
・
喜
寿
・
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
方
、75

歳
以
上
の
方
を
お
祝
い
す
る
敬
老
会
を
、

今
年
も
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
の
赤
名
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
に
は
約
３
０
０
人
の
出
席
が
あ

り
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、米
寿
の
金
子
卓
夫

さ
ん（
上
赤
名
）
を
は
じ
め
、各
節
目
の
代

表
者
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
昼
食
を
と
り
な
が

ら
町
内
保
育
所
児
童
に
よ
る
和
太
鼓
・

銭
太
鼓
・
踊
り
と
飯
南
神
楽
同
好
会
の

演
目「
悪
狐
伝
」を
見
物
し
、皆
さ
ん
非

常
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

山碕町長より記念品を受ける金子卓夫さん�

　
東
三
瓶
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ー
で
10

月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
、コ
ス
モ

ス
祭
が
開
催
さ
れ
、７
千
人
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
本
年
で
20
回
目
を
迎
え
る
コ
ス

モ
ス
祭
は
、出
雲
の
國
・
斐
伊
川
サ

ミ
ッ
ト
主
催
の「
第
３
回
出
雲
の
國

伝
統
芸
能
交
流
大
会
」と
の
共
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、飯
南

町
、出
雲
市
、雲
南
市
、斐
川
町
、奥

出
雲
町
か
ら
、神
楽
や
太
鼓
等
の
伝

統
芸
能
が
披
露
さ
れ
、観
客
か
ら
好

評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、い
も
掘
り
や
ヤ
マ
メ
の
つ

か
み
取
り
、飯
南
町
の
新
米
コ
シ
ヒ

カ
リ
３
０
０
kg
な
ど
特
産
品
が
あ

た
る
大
抽
選
会
も
行
わ
れ
、家
族
連

れ
で
楽
し
め
た
お
祭
り
と
な
り
ま

し
た
。

町内保育所児童が祝福しました�

飯南神楽同好会の演目「悪狐伝」�

大人気だったミニＳＬ�出雲の國伝統芸能交流大会での太鼓の演奏�

大抽選会に一喜一憂�

ダム湖名が「志津見湖」に決まりました�
し つ みし つ み �

45

ダム湖名が「志津見湖」に決まりました�
し つ み �

け
ん
こ
く
で
ん

に
い
な
め
さ
い

け
ん
こ
く
で
ん
ぬ
き  

ほ
し
き

共
催�
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10
月
３
日（
日
）に
松
江
市
で
開

催
さ
れ
た
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
予
選
に
お
い
て
頓
原
小
学
校

４
年
生
飛
田
萌
衣
さ
ん
が
岡
田
朋

華
さ
ん（
美
郷
町
）
と
出
場
し
、ダ
ブ

ル
ス
で
３
位
入
賞
し
、来
年
３
月

に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
出
場
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

400㎖
　
９
月
27
日
、雲
南
農
業
協
同
組

合
か
ら
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
７
本
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、雲
南
農
業
協
同
組

合
の
飯
塚
稔
常
務
理
事
が
赤
名
庁

舎
を
訪
れ
、目
録
を
山
碕
町
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
町
内
７

箇
所
に
順
次
設
置
し
、交
通
事
故

防
止
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

肺炎球菌ワクチンの予防接種は�
もう済みましたか？�
　高齢者の肺炎球菌の感染による『肺炎の予防と
重症化』を防ぎ、肺炎による死亡を減少させるため
に肺炎球菌ワクチンの予防接種費用を助成してい
ます。
▼対象者
　①満75歳以上の方
　②医師の判断で接種が必要な方
▼助成額
　接種料金のうち５,０００円
　※町内で接種をすると個人負担額は３,３５０円です。�
▼医療機関
　和田医院・飯南病院・来島診療所　※直接、医療
機関に予約をお願いします

インフルエンザ予防接種を受けましょう�
　今年は、新型と季節性（通常）のワクチンを混合し
た３価ワクチンの接種が、希望する方全員に接種
可能です。合併症を併発しやすい感染症であるイ
ンフルエンザを予防しましょう。
※65歳以上の方、18歳以下の方は、接種費用の一部を町で助成します。�

▼接種できる町内医療機関
　和田医院・飯南病院・来島診療所
▼接種期間
　平成22年11月４日（木）～平成22年12月２４日（金）

日本脳炎予防接種第１期の接種機会の
確保について�
　接種勧奨の差し控えで第１期の接種機会を逃し
た方は、対象年齢内であれば第１期の不足した接
種回数分（１～３回）を定期接種として受けることが
可能となりました。
▼対象者
　満３歳～７歳６ヵ月未満の方
　満９歳～13歳未満の方
　※７歳６ヵ月～９歳未満の方は、９歳になると接種できます。�

平成22年10月27日（水）�

●  9：15～10：30　　憩いの郷　衣掛�
●11：00～12：00　　役場　赤名庁舎�
●13：15～14：30　　島根県中山間地域研究センター�
●15：00～16：30　　来島保健センター�

■
答
申
の
主
な
内
容�

　
飯
南
町
行
政
改
革
は
基
本
目
標

に
沿
っ
た
内
容
で
推
進
さ
れ
て
お

り
、適
切
と
考
え
る
が
、町
民
に
と

っ
て
、よ
り
意
義
の
あ
る
行
政
改

革
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

計
画
的
か
つ
効
率
的
に
改
革
の
推

進
に
最
善
を
尽
く
さ
れ
る
よ
う
期

待
し
ま
す
。�

▽
健
全
な
財
政
運
営
　

　
　
合
併
効
果
の
終
了
や
地
方
交

　
付
税
の
算
定
基
礎
と
な
る
人
口

　
減
少
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
す
町

　
財
政
に
対
し
、さ
ま
ざ
ま
な
課

　
題
に
対
処
し
て
い
く
上
で
も
引

　
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に
取

　
り
組
む
こ
と
を
望
む
。�

▽
適
正
な
職
員
数
へ
の
見
直
し

　
　
職
員
数
の
減
少
等
に
よ
り
住

　
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な

　
い
よ
う
適
正
な
定
員
管
理
と
事

　
務
事
業
の
効
率
化
、業
務
の
分

　
担
調
整
、少
人
数
で
も
複
雑
化

　
す
る
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応

　
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
行
う
こ

　
と
。�

▽
組
織
機
構
の
見
直
し

　
　
合
併
後
５
年
を
経
過
し
、合

　
併
協
定
を
尊
重
し
、町
民
サ
ー

　
ビ
ス
の
向
上
、危
機
管
理
、行
政

　
組
織
の
一
元
化
、財
政
運
営
の

　
効
率
化
の
た
め
に
新
庁
舎
の
検

　
討
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。�

�

▽
内
部
事
業
の
改
善

　
　
職
員
一
人
ひ
と
り
の
接
遇
の

　
向
上
や
、迅
速
で
適
切
な
サ
ー

　
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も

　
に
、町
民
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し

　
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ら

　
れ
た
い
。�

▽
今
後
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み

　
　
第
２
次
大
綱
に
お
い
て
も「
住

　
民
と
の
協
働
」を
推
進
す
る
こ

　
と
が
必
要
で
あ
り
、町
民
に
と

　
っ
て
必
要
な
こ
と
、飯
南
町
ら

　
し
さ
を
取
り
入
れ
た
行
政
改
革

　
を
推
進
さ
れ
た
い
。�

�

　
町
は
今
後
、こ
の
答
申
を
尊
重

し
、第
２
次
行
政
改
革
大
綱
に
向

け
て
慎
重
に
協
議
・
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

7

献血日程�

時間及び場所�

　
飯
南
町
役
場
の
新
庁
舎
建
設
を
検
討

す
る
第
１
回
目
の
委
員
会
が
10
月
１
日
、

赤
名
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
飯
南
町
は
、新
庁
舎
の
建
設
を
含
め
、

効
率
的
な
役
場
行
政
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
に
あ
た
り
、各
分
野
か
ら
の
幅
広

い
意
見
や
提
案
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

学
識
経
験
者
や
住
民
な
ど
で
構
成
す
る

飯
南
町
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。赤
名
庁
舎
で
開
か
れ
た

第
１
回
目
の
委
員
会
に
は
、検
討
委
員

会
の
委
員
14
人
と
役
場
関
係
者
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
各
委
員
に
山
碕
町
長
か
ら
委
嘱
書
が

手
渡
さ
れ
た
後
、委
員
会
の
会
長
、副
会

長
の
選
出
が
行
わ
れ
、会
長
に
島
根
県

立
大
学
の
光
延
忠
彦
教
授
が
、ま
た
副

会
長
に
山
陰
中
央
新
報
社
の
藤
原
秀
晶

論
説
委
員
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、委
員

会
で
の
調
査
・
検
討
事
項
に
つ
い
て
確

認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、合
併
時
の
状
況

も
踏
ま
え
て
、役
場
の
あ
り
方
や
機
能

な
ど
を
十
分
に
調
査
し
た
上
で
、庁
舎

建
設
の
基
本
的
な
考
え
や
、新
庁
舎
の

建
設
規
模
・
用
地
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
で
は
今
後
、２
ヶ
月
に

１
回
の
ペ
ー
ス
で
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

を
設
け
な
が
ら
委
員
会
を
開
催
し
、来

年
の
10
月
末
ま
で
に
調
査
・
検
討
結
果

を
と
り
ま
と
め
た
報
告
書
を
町
長
に
提

出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

検
討
委
員
の
皆
さ
ん
　
　
　（
敬
称
略
）

　
光
延 

忠
彦
　
藤
原 

秀
晶

　
深
石 

尚
武
　
日
高 

敬
二

　
今
岡 

和
登
　
永
田 

禎
一

　
後
藤 

英
夫
　
森
島 

功
武

　
篠
原 

町
子
　
森
山 

初
美

　
三
嶋 

玉
亀
　
安
部 

敏
子

　
鹿
田 

明
浩
　
奥
野 

直
樹

お問い合わせ　TEL.72・1770
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183
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314

314

375

432

432

①

②

③

④

⑤

　
発
熱
と
は「
体
温
調
節
中
枢
の
異

常
の
た
め
に
体
温
の
調
節
が
障
害

さ
れ
、正
常
よ
り
高
い
設
定
基
準
」

で
体
温
が
維
持
さ
れ
て
い
る
状
態

で
す
。高
熱
は
お
お
よ
そ
39
度
以
上

を
指
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。よ
く

外
来
な
ら
び
に
小
児
救
急
外
来
で

親
御
さ
ん
が
悩
ん
で
話
さ
れ
る「
脳

に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
？
」と
い

う
高
熱
に
対
す
る
不
安
は
、体
温
が

41
度
を
こ
え
る
ま
で
は
ま
ず
起
こ

ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で「
あ

わ
て
る
」必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
も
そ
も
病
気
で
発
熱
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
病
原
体
に
対
し

て
人
間
の
体
が
防
御
し
て
い
る
あ

か
し
で
あ
り
、解
熱
さ
せ
る
こ
と
の

是
非
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。不
必
要
に
解
熱
さ

せ
る
こ
と
は
病
原
体
の
増
加
を
招

く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
発
熱
に
対
し
て
の
家
庭
で
で
き

る
対
応（
安
静
を
保
つ
、睡
眠
が
十
分
取
れ

る
よ
う
に
す
る
、薄
着
に
さ
せ
て
熱
の
放
散

を
促
す
、悪
寒
の
場
合
は
温
め
る
）
を
ま
ず

行
っ
て
み
て
、心
臓
病
な
ど
の
基
礎

疾
患
が
な
く
、意
識
が
お
か
し
い
と

か
け
い
れ
ん
が
無
い
場
合
は
、寝
て

い
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば

様
子
を
み
て
、翌
日
の
受
診
で
も
良

い
と
思
い
ま
す
。な
お
、生
後
３
ヵ

月
以
内
の
発
熱
に
つ
い
て
は
、10
〜

15
％
は
重
症
な
細
菌
性
感
染
症
が

存
在
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

解
熱
し
て
い
て
も
必
ず
翌
日
は
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
山
陰
と
山
陽
を
結
ぶ
国
道
54
号
。

沿
線
に
は
美
し
い
景
観
や
温
か
い

お
も
て
な
し
、美
味
し
い
食
べ
物

が
満
載
！

　
国
道
54
号
は
、沿
線
の
人
た
ち

が
つ
な
ぐ
、そ
ん
な
魅
力
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

  

１.  

目
的

◇
尾
道
松
江
線
開
通
に
備
え
、国

　
道
54
号
の
魅
力
づ
く
り
を
行
い

　
ま
す
。

◇
各
道
の
駅
・
周
辺
自
治
体
と
の

　
連
携
強
化
を
深
め
ま
す
。

  

２.  

実
施
期
間

平
成
22
年
11
月
１
日
〜
12
月
31
日

  

３.  

実
施
方
法

　
54
号
沿
線
道
の
駅
で
５
４
０
円

以
上
の
飲
食
、物
販
の
お
買
い
上

げ
の
方
を
対
象
に
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
を
渡
し
ま
す
。５
箇
所
の
道
の

駅
の
う
ち
３
箇
所
の
ス
タ
ン
プ
を

も
ら
わ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で

１
０
０
名
様
に
、特
典
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

  

４.  

対
象
者

　
54
号
沿
線
５
つ
の
道
の
駅
で
の

飲
食
代
や
買
物
代
の
お
買
い
上
げ

金
額
が
５
４
０
円
以
上
の
方
。１

回
の
お
買
い
求
め
金
額
が
５
４
０

円
以
上
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

  

５.  

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
店

○
道
の
駅
　
ゆ
め
ラ
ン
ド
布
野

　（
ふ
る
さ
と
の
館
、味
の
館
）

○
道
の
駅
　
赤
来
高
原

　（
赤
来
高
原
、ぼ
た
ん
の
郷
）

○
道
の
駅
　
頓
原

　（
や
ま
な
み
、ぶ
な
の
里
）

○
道
の
駅
　
掛
合
の
里

　（
掛
合
の
里
、み
ち
）

○
道
の
駅
　
さ
く
ら
の
里
き
す
き

　（
さ
く
ら
の
里
き
す
き
、た
ん
び
に
き
て
家
）

  

６.  

配
布
方
法

　
道
の
駅
対
象
店
の
レ
ジ
に
て
配

布
し
ま
す
。

  

７.  

回
収
方
法

　
道
の
駅
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
ま
す
。（
12
月
31
日
ま
で
）

　
３
箇
所
の
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
わ

れ
た
方
は
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
投
函

く
だ
さ
い
。

  

８.  

特
典

　
抽
選
で
１
０
０
名
の
方
へ
飯
南

町
の
飲
食
店
、産
直
市
で
使
え
る「
飯

南
町
食
の
商
品
券
」２
０
０
０
円

分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課  

℡
７
６
・
２
８
６
４

ろ
う
し
ゅ
う�

し
し
よ�

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、島
根
県
オ
リ

ジ
ナ
ル
品
種
の
黒
大
豆「
赤
名
黒

姫
丸
」を
地
元
の
特
産
品
と
し
て

活
用
す
る
た
め
に
、飯
南
町
、Ｊ
Ａ
、

地
元
農
家
の
皆
さ
ん
た
ち
と
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
、県
外
で
お
こ
な
っ
た
食

味
試
食
で
は
、「
赤
名
黒
姫
丸
」は

エ
ダ
マ
メ
と
し
て
食
べ
て
も
甘
み

が
濃
厚
で
お
い
し
い
と
い
う
評
価

を
得
ま
し
た
。今
年
は
、作
付
け
面

積
を
増
や
し
て
、エ
ダ
マ
メ
と
し

て
の
利
用
に
つ
い
て
も
研
究
を
は

じ
め
ま
し
た
。

　
今
年
の
エ
ダ
マ
メ
の
収
穫
は
９

月
20
日
か
ら
10
月
８
日
に
お
こ
な

い
２
０
０
㎏
程
度
収
穫
し
ま
し
た
。

開
花
後
の
８
月
中
旬
以
降
も
高
温

が
続
き
、
さ
や
の

つ
き
具
合
、
実
の

肥
大
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
10
月

に
入
る
頃
に
は
昨

年
と
同
様
に
実
が

つ
き
、
10
ａ
あ
た

り
７
０
０
㎏
程
度

の
収
量
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、味
も

良
好
で
し
た
。

　
エ
ダ
マ
メ
と
し
て
の
販
売
に
は
、

大
量
の
さ
や
を
枝
か
ら
外
す
作
業

が
必
要
な
た
め
、機
械
を
使
用
し

た
場
合
の
作
業
効
率
や
、実
が
一

つ
し
か
入
っ
て
い
な
い「
規
格
外

品
」の
活
用
法
な
ど
に
つ
い
て
、今

後
、検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、中
山
間
地
域

で
産
地
化
の
動
き
が
あ
る「
赤
名

黒
姫
丸
」を
は
じ
め
、「
ト
ウ
ガ
ラ

シ
」、「
パ
プ
リ
カ
」、高
級
キ
ノ
コ

「
シ
ョ
ウ
ロ
」な
ど
の
栽
培
技
術
の

研
究
に
よ
り
、中
山
間
地
域
の「
売

れ
る
も
の
」を
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
。11
月
６
日（
土
）〜
７
日（
日
）

の
出
雲
産
業
見
本
市（
出
雲
ド
ー
ム
）

で
も
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
の
で
、是
非
お
越
し
下

さ
い
。

①…道の駅・さくらの里きすき
②…道の駅・掛合の里
③…道の駅・頓原
④…道の駅・赤来高原
⑤…道の駅・ゆめランド布野

協
力
団
体�

国道54号沿線の道の駅を�
対象とした「スタンプラリー」�

65

9 89
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今
月
は
コ
ス
モ
ス
祭
で
の
ヤ
マ
メ
つ
か

み
取
り
で
す
。大
人
も
子
ど
も
も
池
を

泳
ぐ
ヤ
マ
メ
を
一
生
懸
命
追
い
か
け
て

い
ま
し
た
。意
外
と
素
早
い
動
き
を
す

る
ヤ
マ
メ
。悪
戦
苦
闘
し
た
末
、ヤ
マ
メ

が
取
れ
た
喜
び
は
き
っ
と
格
別
な
も
の

だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（80）�

県
で
は
、多
重
債
務
の
解
決
を
図

る
た
め
島
根
県
弁
護
士
会
・
島
根

県
司
法
書
士
会
と
連
携
し
、雲
南

市
で
多
重
債
務
対
策
特
別
無
料
相

談
を
行
い
ま
す
。

…
平
成
22
年
11
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
９
時
〜
16
時

…
雲
南
市
三
刀
屋
文
化
体

　
　
　
　
育
館
　
ア
ス
パ
ル

■

:

　
０
１
２
０
・
１
１
４
・
２
３
４

　（
島
根
県
司
法
書
士
会
）

:

定
員
12
名

　（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。）

　
面
接
予
約
電
話

　
０
８
５
２
・
３
２
・
５
９
１
６

　（
島
根
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
）

:

弁
護
士
、司
法
書
士

　
臓
器
を
提
供
す
る
意
思
表
示
に

併
せ
て
、親
族
に
対
し
臓
器
を
優

先
的
に
提
供
す
る
意
思
を
、書
面

に
よ
り
表
示
で
き
ま
す
。

　
ご
本
人
の
臓
器
提
供
の
意
思
が

不
明
な
場
合
も
、ご
家
族
の
承
諾

が
あ
れ
ば
臓
器
の
提
供
が
可
能
で

す
。こ
れ
に
よ
り
、15
歳
未
満
の
方

か
ら
の
脳
死
下
で
の
臓
器
の
提
供

も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
カ
ー
ド
は
、市
役
所
、町

村
役
場
、保
健
所
他
に
設
置
を
し

て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
意
思
登

録
や
、臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー

ド
・
シ
ー
ル
、被
保
険
者
証
・
運
転

免
許
証
の
意
思
表
示
欄
に
意
思
を

表
示
で
き
ま
す
。

　「
臓
器
を
提
供
し
た
い
」「
臓
器

を
提
供
し
た
く
な
い
」ど
ち
ら
の

意
思
も
表
示
で
き
ま
す
。

　
ご
家
族
へ
ご
自
分
の
意
思
を
伝

え
お
話
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

■　（
財
）島
根
難
病
研
究
所

　
し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク

　
出
雲
市
塩
冶
町
２
２
３
―
７

　
℡
０
８
５
３
・
２
２
・
２
５
５
６

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

（
賦
課
期
日
）現
在
に
所
有
さ
れ
て

い
る
土
地
や
家
屋
等
が
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
中
、も
し
く
は
そ
れ

以
前
に
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り

壊
し
な
ど
を
し
、ま
だ
家
屋
調
査

を
受
け
て
い
な
い
方
は
、ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■　
住
民
課
税
務
担
当

　
℡
７
６
・
２
２
１
３

○
貸
金
業
法
に
つ
い
て
は
、多
重

　
債
務
問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と

　
等
を
目
的
と
し
て
、平
成
18
年

　
に
改
正
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

○
上
記
改
正
は
、段
階
的
に
施
行

　
さ
れ
て
お
り
、平
成
22
年
６
月

　
18
日
に
完
全
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

①

 

消
費
者
金
融
な
ど
の
貸
金
業
者

か
ら
の
借
入
残
高
が
年
収
の
３
分

の
１
を
超
え
て
い
る
者
に
つ
い
て

は
、新
規
の
貸
付
を
禁
止
。（
た
だ

し
、直
ち
に
年
収
の
３
分
の
１
ま

で
の
返
済
を
求
め
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。）

 

収
入
の
な
い
専
業
主
婦
で
も
配

偶
者
の
同
意
を
得
て
、借
入
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。た
だ
し
、そ
の
際
は
、配
偶
者

の
年
収
を
証
明
す
る
書
類
、借
入

に
つ
い
て
の
配
偶
者
の
同
意
書
な

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

法
律
の
詳
し
い
内
容
は
、金
融
庁

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（w

w
w

.fsa.g
o.jp/

）

で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
中
国
財
務

局
松
江
財
務
事
務
所（
℡
０
８
５

２
・
２
１
・
５
２
３
１
）へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

臓器提供意思表示カード

〈と　き〉〈と　き〉11月13日（土）（土）（開場（開場/13時・開演開演/14時）時）※開演※開演30分前までにお越し下さい分前までにお越し下さい。
〈ところ〉〈ところ〉木次町チェリヴァホール木次町チェリヴァホール
　　　　※先着４５０名様入場無料　　　　※先着４５０名様入場無料（整理券が必要です）（整理券が必要です）
《お問い合わせ》《お問い合わせ》社団法人雲南法人会　ＴＥＬ０８５４社団法人雲南法人会　ＴＥＬ０８５４・４５４５・０２１２０２１２

〈と　き〉11月13日（土）（開場/13時・開演/14時）※開演30分前までにお越し下さい。
〈ところ〉木次町チェリヴァホール
　　　　※先着４５０名様入場無料（整理券が必要です）
《お問い合わせ》社団法人雲南法人会　ＴＥＬ０８５４・４５・０２１２

県内企業の採用担当者が会社概要や採用計画などを情報提供する企業説明会を開催します。
❶
　「しまね企業ガイダンス（秋期）」（松江会場）　平成22年11月28日（日）　くにびきメッセ（松江市学園南）
❷ 　平成24年３月大学・短大・高専・専修学校等卒業予定の学生など
❸ 　個別企業説明　13時～16時30分
❹ 　10月中旬頃から「ジョブカフェしまね」のホームページに順次掲載します。
　　　　　　http://www.jobcafe-shimane.jp/

❺ 　ジョブカフェしまね（財団法人ふるさと島根定住財団）　℡０８５２・２８・０６９４
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◎ 運転者の皆さんへ�
　薄暮時には交通事故が増加します。
　・ 早めにライトをつけましょう。
　・ 自転車も早めにライトをつけましょう。
◎ 歩行者の皆さんへ
　薄暮時には運転者から歩行者が見えに
　くくなります。
　・ 反射材をつけましょう。
　 自分の存在を運転者にアピールしまし
　  ょう。
運転者も歩行者もお互いに注意して交通
事故を防ぎましょう。
雲南警察署　℡０８５４・４５・９１１０

（労
働保険とは労災保険と雇用保険を総称したものです）

労働者の方が仕事中や通勤途中に事故に遭った場合に、被災された方
や遺族の方の生活を保護し、社会復帰を促進する事業を行うための保
険制度です。

労働者の方が失業した場合に、失業手当等を給付したり再就職を促進
する事業を行うための保険制度です。また、失業の予防、雇用機会の増大、
雇用の安定等にかかる各種助成金制度が設けられています。

◎届出等の事務処理は、労働保険事務組合や社会保険労務士を利用す
　ることもできます。
　島根労働局では、11月を「労働保険適用促進強化月間」とし、労働保険
　制度のより一層の理解、周知を図り、未手続事業の一掃に努めること
　としています。

■ 　島根労働局 労働保険徴収室 　℡0852・20・7010




